
須
惠
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
規
入
会
者
説
明
会

　生
き
が
い
、
仲
間
づ
く
り
、
働
く

喜
び
、
健
康
増
進
の
た
め
に
入
会
し

ま
せ
ん
か
。

▼
日

　時

　７
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　８
月
18
日（
木
）

　
　
　
　
　９
月
８
日（
木
）

　
　
　
　
　い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
場

　所

 

須
恵
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
�

　

 

２
階
第
２
研
修
室

▼
条

　件

　須
恵
町
に
居
住
し
て
い

　る
60
歳
以
上
の
人

問 

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　
　
　
　

須
惠
町
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�

☎
９
３
２
・
１
１
５
５

認
知
症
カ
フ
ェ

　ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人
、

高
齢
者
を
抱
え
、
不
安
や
悩
み
を
お

持
ち
の
人
、
介
護
の
悩
み
を
共
有
し

ま
せ
ん
か
。

▼
日

　時

　７
月
20
日（
水
） 

　
　
　
　
　14
時
40
分
�
16
時

▼
場

　所

　医
療
法
人
成
雅
会

 

泰
平
病
院
関
連
施
設

 

ぬ
く
も
り
の
里

　２
階
会
議
室

※ 

コ
ミ
�
ニ
テ
�
バ
ス「
泰
平
病
院
・

永
寿
苑
前
」で
下
車

▼
参
加
費

　１
０
０
円

　

 

（
お
茶
・
お
菓
子
代
）

▼
対
象
者

　ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　ま
す
。

▼
内

　容

　介
護
保
険
に
つ
い
て

申
・問  

医
療
法
人
成
雅
会

　永
寿
苑

　

☎
９
３
３
・
５
３
３
５

親
子
で
笑
お
う
！

劇
団
さ
ん
ぽ
公
演

　揺
れ
る
子
ど
も
心
が
楽
し
く
書
か

れ
た
本
「
か
あ
ち
�
ん
取
扱
説
明
書
」

を
舞
台
化
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

▼
日

　時

　７
月
18
日（
月
） 

　
　
　
　
　開
場  

13
時
30
分

　
　
　
　
　開
演  

14
時

▼
場

　所

　ク
ロ
�
バ
�
ホ
�
ル

 

（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７

 
 

ク
ロ
�
バ
�
プ
ラ
ザ
内
）

▼
料

　金

　親
子 

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　大
人 

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　子
ど
も 

１
０
０
０
円

　（子
ど
も
は
４
歳
�
中
学
生
ま
で

　

　

 

３
歳
以
下
無
料
）
※
要
事
前
申
込

申
・問  

一
般
社
団
法
人

　劇
団
さ
ん
ぽ   

　
☎
６
９
２
・
１
１
２
３

あ
り
が
と
う
「
水
」

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　筑
後
川
の
流
域
に
住
む
子
ど
も
た

ち
と
、
福
岡
都
市
圏
に
住
む
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
筑
後
川
と
水
の
大
切

さ
に
つ
い
て
学
ぶ
交
流
会
で
す
。

▼
日

　時

　８
月
４
日（
木
）

　
　
　
　
　集
合 

９
時
15
分

　
　
　
　
　出
発 

９
時
20
分

▼
集
合
解
散
場
所

 

福
岡
市
役
所

 

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
の
８
の
１
）

▼
定

　員

　40
人

 

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼ 

参
加
費

　無
料（
昼
の
弁
当
、
飲
み

物
付
き
）

▼ 

対

　象

　福
岡
都
市
圏
に
住
む
小

学
５
・
６
年
生

▼
内

　容

　交
流
会
（
福
岡
タ
ワ
�
）、

　施
設
見
学
（
海
水
淡
水
化
施
設
、
　

　マ
リ
ン
ワ
�
ル
ド
海
の
中
道
）

▼
申
込
方
法

　応
募
者
全
員
分
の
郵

　便
番
号
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

　電
話
番
号(
緊
急
連
絡
先)

、
学
校
、

　学
年
を
記
入
し
て
、
は
が
き
ま
た

　は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
�
ル
で
申
し
込
み
。

▼
申
込
期
限

　７
月
20
日
（
水
）
ま
で

申
・問  

福
岡
都
市
圏

　
　

  

広
域
行
政
事
業
組
合

　
　

  

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
の
８
の
１
） 

　
　
　☎
７
３
３
・
５
０
０
４

　
　
　FAX
７
３
３
・
５
０
０
５

　
　
　*fvgv9840@

m
b.infoweb.ne.jp

夏
休
み
裁
判
所
子
ど
も
見
学
会

　裁
判
官
や
裁
判
員
が
実
際
に
使
用

し
て
い
る
法
廷
な
ど
を
見
て
、
聞
い

て
、
体
験
し
て
裁
判
所
を
肌
で
感
じ

る
チ
�
ン
ス
で
す
。

▼
日

　時

　

　第
１
回

　８
月
９
日（
火
）10
時

　第
２
回

　８
月
９
日（
火
）14
時

　第
３
回

　８
月
10
日（
水
）10
時

　第
４
回

　８
月
10
日（
水
）14
時

※
各
回
２
時
間
程
度

※
各
回
30
分
前
か
ら
受
付
開
始

▼
場

　所

　福
岡
地
方
裁
判
所

 

（
福
岡
市
中
央
区
城
内
１
の
１
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
対
象
者

 

小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定

　員

 

各
回
40
組（
80
人
）程
度（
先
着
順
）

▼
内

　容

 

小
学
生
模
擬
裁
判

 

ク
イ
ズ
大
会

 

裁
判
官
へ
の
質
問
コ
�
ナ
�

 

法
服
を
着
て
の
記
念
撮
影

　な
ど

▼
申
込
方
法

　電
話

申
・問  

福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

広
報
係

　
　
　☎
７
８
１
・
３
１
４
１

　
　
　（内
線
３
１
０
６
・
３
１
０
７
）

　

平
成
28
年
度
第
１
回
企
画
展

　「戦
争
と
人
々
の
暮
ら
し

　残
さ
れ

た
公
文
書
と
戦
時
資
料
」を
テ
�
マ

に
、
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
、
戦
時
中

の
社
会
情
勢
や
人
々
の
生
活
に
関
す

る
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

　ま
た
、
防
空
頭
巾
や
小
学
校
教
科

書
な
ど
を
展
示
し
、
当
時
の
女
性
や

子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
を
振
り
返
り

ま
す
。

▼
期

　間

　

 

７
月
20
日（
水
）�
９
月
25
日（
日
）

▼
開
館
時
間

　９
時
�
17
時

※ 

月
曜
・
祝
日
、
９
月
20
日（
火
）
　

は
休
館

▼
観
覧
料

　無
料

▼
場

　所

　福
岡
共
同
公
文
書
館

 

（
筑
紫
野
市
上
古
賀
１
の
３
の
１
）

※ 

無
料
駐
車
場
あ
り

問 

福
岡
共
同
公
文
書
館

　☎
９
１
９
・
６
１
６
６

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

2
0
1
6�

in�

F
U
K
U
O
K
A

　福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
や
、

福
祉
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
就

職
フ
�
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日

　時

　８
月
６
日（
土
）

●
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
�

　

 

11
時
30
分
�
12
時
30
分

●
就
職
面
談
会

　13
時
�
16
時

申…申込先　問…問い合わせ先

!

!

!

!

!

! !

おしらせおしらせおしらせおしらせおしらせおしらせおしらせおしらせおしらせ

!
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▼
会

　場

　ク
ロ
�
バ
�
プ
ラ
ザ

　（春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

▼ 

内

　容

　就
活
応
援
セ
ミ
ナ
�
、

就
職
面
談
会
、
相
談
コ
�
ナ
�

▼
対

　象

　社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ

　の
就
職
希
望
者
お
よ
び
平
成
29
年

　３
月
末
の
大
学
・
専
門
学
校
な
ど

　卒
業
予
定
者（
高
校
生
不
可
）

▼
参
加
費

　無
料（
事
前
申
込
不
要
）

▼
託

　児

　生
後
３
か
月
か
ら
就
学

　前
児
ま
で（ 

要
事
前
申
込
）

問 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

 
 

人
材
・
情
報
課

 
 

☎
５
８
４
・
３
３
１
０

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

　九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
に
は
、

機
械
系
・
電
気
系
・
電
子
情
報
系
・

建
築
系
の
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
４

コ
�
ス
の
学
科
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
来
て
、
見
て
、
体
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日

　時

　

 

第
１
回

　７
月
18
日（
月
） 

　
　
　
　
　13
時
�
16
時

 

第
２
回

　８
月
20
日（
土
） 

　
　
　
　
　13
時
�
16
時

 

第
３
回

　11
月
12
日（
土
） 

　
　
　
　
　10
時
�
13
時
予
定

　
　
　
　
　（事
前
申
込
不
要
）

▼ 

内

　容

　大
学
校
の
概
要
説
明
、

入
試
制
度
の
説
明
、
施
設
見
学
、

体
験
授
業

問 

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校

 
 

☎
０
９
３
・
９
６
３
・
８
３
５
３

こ
こ
ろ
の
相
談

　こ
こ
ろ
の
悩
み
、
一
人
で
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
保
健
所
で
は
、
精
神

科
の
専
門
医
や
保
健
師
な
ど
が
こ
こ

ろ
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
人

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

　

　毎
月
第
１
・
３
木
曜 

　13
時
30
分
�

　15
時
30
分
（
予
約
制
）

▼ 

場

　所

　

　福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

　（粕
屋
町
戸
原
東
１
の
７
の
26
）

▼
相
談
料

　無
料

▼
対
象
者

　こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え

　る
人
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
方
法

　電
話

　（平
日
８
時
30
分
�
17
時
15
分
）

申
・問  

福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
増
進
課
精
神
保
健
係

　
　
　☎
９
３
９
・
１
１
８
５

ふ
く
お
か
生
き
も
の

見
つ
け
隊
隊
員

　ふ
く
お
か
生
き
も
の
見
つ
け
隊
は
、

隊
員
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
生
き

も
の
を
探
し
、
観
察
し
て
報
告
し
合

う
県
民
参
加
型
の
調
査
で
す
。

　あ
な
た
も
隊
員
に
な
っ
て
、
身
近

な
自
然
や
里
山
、
水
辺
な
ど
で
生
き

も
の
を
観
察
し
て
、
情
報
を
発
信
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
方
法

　氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

　電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
メ
�

　ル
ア
ド
レ
ス
・
こ
の
調
査
を
知
っ

　た
き
っ
か
け
を
記
入
し
て
、
電
子

　メ
�
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

　*shizen@
pref.fukuoka.lg.jp

　FAX
６
４
３
・
３
３
５
７

問 

福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課

　☎
６
４
３
・
３
３
６
８

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

職
員
採
用
高
校
卒
業
程
度

▼
職

　種

　一
般
事
務

▼
受
験
資
格

　昭
和
63
年
４
月
２
日

　�
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　ま
れ
た
人

▼
試
験
日

　９
月
18
日（
日
）

▼
受
付
期
間

　

　７
月
20
日（
水
）�
８
月
５
日（
金
）

▼
試
験
地

　福
岡
市

※ 

採
用
予
定
数
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
７
月
上
旬
に
広
域
連
合
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
に
て
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.fukuoka-kaigo.jp/

問 

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
本
部

総
務
課
総
務
係

　☎
６
４
３
・
７
０
５
５

募  集募  集募  集募  集募  集募  集募  集募  集

申…申込先　問…問い合わせ先

試 験試 験試 験試 験試 験試 験試 験

　“社会を明るくする運動”は、す

べての国民が犯罪や非行の防止と

立ち直りについて考え、それぞれ

の立場で力を合わせて犯罪や非行

のない地域社会を築こうという全

国的な運動です。

　近年、犯罪が深刻な脅威として

社会の重大な関心事となっていま

す。特に、一般刑法犯検挙人員中

の再犯者人員および再犯率は増加

傾向にあります。

　犯罪や非行が生まれるのは地域

社会であり、また犯罪や非行から

の更生を促す場も地域社会にほか

なりません。更生を実効あるもの

にするためには、本人の意欲と併

せて、本人を取り巻く地域社会の

理解と協力が不可欠です。

　住民の皆さんが犯罪や非行の実

態を認識して、立ち直りを温かい

目で見守りつつ、手を差し伸べて

明るい社会を作りましょう。

粕屋保護区保護司会須恵支部

7月は
〝社会を明るくする運動〟

強調月間です

!

!

　住民の皆さんが犯罪や非行の実

態を認識して、立ち直りを温かい

目で見守りつつ、手を差し伸べて
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